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特 別 部 門 （学校心理学）

　　学校心理学の研究 とその 動向
一 学校心理 士 と して の 「研究」 と 「実践」一

松 　浦 宏

（奈 良産 業大学）

1．　 は じめ に 〜学校心理学の 付記 と学校心理 士 〜

　本稿 は ， 2000年 9 月 か ら2001年 9 月まで の 学校心理学

に 関 す る 研究 の 動 向を概観 し， 今後 の 方向 づ けや課題 を

検討す る こ と が 主た る役割で あ るが ， その 中心課 題 に 移

る前に ，教育心 理学会に お け る 「学校心理学」の 検討の

展開 と 「学校心 理 士」の誕生 の経緯 を簡単に た ど っ て み

る 。

　 日本教 育心理学 会似 下 ， 学会 ）が学校 心理学 とい う用語

を使 っ て ，明確な検討 を始 め た の は
，

1991年 （平 成 3年）
，

第 33回総会 唹 上 越教 育大 学 ）の 研究委員会企画 シ ン ポ ジ ウ

ム 「学校心理学 を め ぐっ て 」で ある 。

　 こ の シ ン ポジ ウム の 司会者 ， 高野 清純氏 は趣 旨説明の

中 で
， 「こ の こ と （学校 心 理 学 専 門 氛 養成 〉 の 基本的 な 目的

は，欧米の ス ク ー
ル サ イ コ ロ ジ ス トに 相当する専門家を

養成す る こ とで あ る が ， 当面 は ， 教員養成系 の 大学 院 の

現 状 に か んが み て ，

・…・…・」と述 べ
， 教員養成系の 大学

院 に お け る 教育心 理学専攻 （あ る い は，心 理 学専 攻） の 教育

と訓練を土台 に した学校心理 学専門家養成 に 向けた シ ン

ポ ジ ウ ム が 進め られた 。

　 学校心理学専門家養成の 問題 は，学校心 理学実行委員

会 で 検討が 進め ら れ て お り tt 「学校心理 学」と い う専門性

を確 立す る 大学院 で の 履修科 目を ，   教育心理学 に関す

る科目 ，   発達心理学 に関す る科目，   臨床心理学 に関

す る科目，  生徒指導 ・進路指導 に 関す る科 目 （実習 を含

む ），   教育評価 ・
心理検査 侠 習を含む ）  学 校カ ウ ン セ

リ ン グ 僕 習 を含 む）の 6 つ の領域で ， 各 2単位以上 ， 合計

12単位以上 とい う学習内容 と基準が ま と め られ ， 大学院

で の 専門家養成 を各大学 院 に 勧 め る ともに ，文部省 （当時 ）

や 免許授与者で あ る都道府県教育委員会 に 「学校心理 学」

を付記す る こ との 意義 と実現を求め る活動 を展開 して い

た。（2000年度入学者か ら は，7領域14単 位以 上 ）

　 こ の 後，学校心理学実行委員会 は教員養成系の 大学 院

を中心と し ， 全国の教育心理 学 （関連 の ）専攻 を持つ 大学

院 とそ の 担当者 に学校心理学 の カ リキ ュ ラ ム の構成 と指

導内容の 充実 ， 特 に実習を必要 とする科目の 実習の 行 い

方な ど に つ い て の研究を勧 め る と と も に ， 都道府県教育

委 員会 へ 「学校心理 学の付記」の実現を ， リーフ レ ッ ト

を作成す る な ど し て ， 積極的に 申し 入 れ て き た 。 （日本教 育

心 理学会，1993＞そ の 結果 ， 大阪府 （大阪 教育 大学 大学 院 ）に お

い て最初 に 「付記」が認め られ ， 現在 は 17道府県で 実施

され て い る 。

　 しか し ，
こ れ は最善の こ と で はな く ， 心理学専 門家 と

し て 学校教育の 場 で 活動 す る に は，い くつ か の解決す べ

き課題 を持 っ て い る 。 す なわち ， 2年間の 大学院修士課

程に お い て ， 6 領域 12単位の学習で専門家養成が可能 か

（ア メ リカ 合衆 国 で は，ス クール カ ウ ン セ ラーや ス クール サ イ コ ロ ジ

ス トの 養成 は，少 な く と も 2年 間 で 30単 位以 上 と，さ ら に 1 年聞 の

イ ン タ
ーン の 単位 を取得 す る こ とが一般 的 で あ る）， 「付記」だ け

で 学校現場 に受け入れ られ る か 征 規 の教 員 免許 で は な い た

め ）
， 学校組織の 中に 心理学専門職 と し て の 位置が ある か

（心理 学専門家 を配置す る行政的配慮 と教育的ニ
ーズ が 低 い ）な ど

専門家養成 の 側 と受 け入れ側 の 両 方 に 検討 す べ き課題 が

あ り現在 もそ れ ら は続 い て い る 。

　1995年か ら1996年に か け て ， 教育心理学の 実践性の 強

調 と臨床心理 士 の学校教育へ の 関わ りな どを契機に ， 学

校心理学実行委員会 は ， まず ， 学会 の 事業 と して 「学校

心理士 の資格認 定」 を具体的 に 検討す る こ と を開始 した。

そ こ で は，こ の資格 の概念的基 準 と して ，〈専 修免許状 に

学校心理学を付記す る際 の 条件 と同等で ある こ と〉と く学

校教育 と の 関連 を重視する こ と〉 が強調 さ れ ， こ れ を説

明 す る た め に ， 「ス クール サ イ コ ロ ジ ス ト と は （学校 心理 学

に 基 づ くス ク
ー

ル カ ウ ン セ ラ
ー

）」 と い う 8 ペ ー
ジ の リ

ー
フ

レ ッ トが 作成 さ れ ，発行 さ れ た 。（日本 教育 心理 学会，1996）

　 こ れ を踏み 台に し て ， 1996年 9 月の 第38回学会総会に

於 い て ， 「学校心 理 士 の資格認定」を開始 す る た め の ， 基

調講演 とシ ン ポ ジ ウ ム が 開催 され た。一
般公 開 の 基調講

演は，石隈利紀氏 の 「学校心理学 と ス クー
ル カ ウ ン セ ラ ー

一
人 ひ と りの児童 生徒を生 か す学校教 育を め ざ して」で ，

こ れ を踏 まえ て ，「学校 心理 学 と ス ク
ー

ル カ ウ ン セ リ ン

グ」 の シ ン ポ ジ ウム が 行われ，活発 な意見交換が なされ

た 。

　 1997年度か ら， 学会は，学校心理学実行委員会 に よる

「付記」を よ り
一

層 広 げる よ う各大学院 と連携 を保 ち な が

ら ， 学校心 理 士資格認定委員会を設置 し て ， 学校心理 士
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や学校心理学 の 研 究 を推進 す る こ ととな り， 現在 に 至 っ

て い る。

　ま た ，2002年度か らは，学校心理士 の 資格認定 は，日

本教育心理学会 ， 日本特殊教育学会 ， 日本発達障害学会 ，

日本発達心理 学会，日本 LD 学会 の 5 つ の 学会 に よ る学

会連合資格 「学校心理士」認定運営機構 に よ っ て 進め ら

れ る こ と に な っ て い る 。

2， シ ン ポジ ウ ム 等に み られ る学校心理学の 課題

　さて ，
こ の よ うな経 緯 の もとで 始 ま っ た「学校心理 学」

と 「学校心理士」が着実 に 広が りつ つ あ る が
，

一
方で は ，

学校心理学 は何を研究 し，学校心理士 は何 をす る の か の

問題が 強 く指摘 さ れ て い る 。

　学会や 学会員ある い は，学会総会を担当す る大学が 学

校心理学 へ の 関心 を ど の よ うに 高め て来て い る か を見 る

ため に ， 学会 総会 に お け る シ ン ポ ジ ウ ム の テ ーマ を概観

し て み る 。 特 に
， 自主 シ ン ポ ジ ウ ム は学会員が持 っ て い

る問題意識 を強 く反映 して い ると考え られ るの で ， 1995

年 （学校心理 学元年の 前）か ら 7年間の 学校心 理学の テ ーマ

を通覧す る。

　 注 （準備 委 員会）；準備 委 員会 企画 シ ン ポ ジ ウム

　 　 （研究 委員 会〉；研究 委 員会 企画 シ ン ポ ジ ウム

　 　 （認定 委員 会〉；学校 心理 士 資格認 定委 員会 企 画 シ ン ポジ ウ ム

　 　 （自主 》； 自主 シ ン ポ ジ ウム

1995年 ；第37回総会，茨城大学

「学校不適応に対す る具 体的対応方略」（準備委員会 〉

「児童 ・生徒の発達に対す る 心 理 教育的援助サ ービ ス ニ
ー

　ズ に 関す る学校心理学的研究（1），   ， （3）」（グル ープ発 表 ）

1996年 ：第38回総会，筑波大学

基調講演 （公 開）

「学校心 理 学 と ス ク ール カ ウ ン セ リ ン グ〜一
人 ひ と りの

　児童 生徒を生 か す学校教育を め ざ し て 〜」

シ ン ポ ジ ウ ム （公 開）

「学校心理学 とス ク
ー

ル カ ウ ン セ リン グ」

　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 （以 上 日本教 育 心 理 学会 と して ）

「い じ め」〔研 究委 員会 ）

「教 科学習に 困難 を 示 す 子 ど もた ち へ の 教育支援」（準 備委

　 員会）

「不 登校や い じめ の 問題 を学校 ス ト レ ス と い う観点か ら

　考 える」 （準備委員会 ）

「障害児教育 に お け る 学校心理 学 の 適用
一

教 育計 画 と 支

　援 シ ス テ ム
ー

」（準備委 員会 ）

「こ と ば の 発達支 援 に 語 用論 研究の果た し た役割」（準 備委

　 員会 ）

「学習心理学 ・発達心理学 ・臨床心理学の 学校心理学 へ の

　貢献」（準 備委 員会 ）

「障害児の 心理 ・教育ア セ ス メ ン ト と個別指導計画の作成

　〜 K − ABC を中心 に〜」（自主）

「中学生 ・高校生が ス クール カ ウ ン セ ラーに 求 める援助 を

　め ぐっ て
一

学校心理 学 に 基 づ く調査結果 と生 徒 自身 の

　議論か ら
一

」（自主 ）

「不 登校や い じ め の 問題 を学 校 ス ト レ ス と い う観点 か ら

　考 え る」（自主）

「カ ウ ン セ リ ン グ と生徒指導 に お け る書記的方法」伯 主）

「障害児教育 に お け る学校心理学の 適用一教育計画 と支

　援 シ ス テ ム ー」（自主 ）

1997年 ：第39回総会 ， 広島大学

「『学校心理士』 へ の 期待 〈ス ク ール カ ウ ン セ ラーと し て

　の 学校心理 士 〉」（公 開）（認 定委員会 ）

「い じめの 機制 と指導」（公 開）（準備委員会）

「学校改善を め ざ し た 教育心理学研究 の 課題 と展望」嘩

　 備 委員 会 ）

「児童 ・生徒の 学校適応に つ い て考 え る」（自主）

1998年 ：第40回総会 ， 北海道教育大学函館校

「学校心理士　今　21世紀 へ 」（談話 会，準備 委員 会）

「聴覚 障害児 の 思春期 ・青年期 を考 え る」（自主 ）

1999年 ：第41回総会，兵庫教育大学 。甲南女子 大学

「学校心理士 と教育現場」 （認 定委員会 ）

「『学級崩壊』を 考え る 」 （準 備委 員会 ）

「非行 ・い じめ ・不登校 ・高校中退な ど の 諸問題一援助の

　た め の 教師の 実践 と 自己研修の す す め 方一」（自主）

「学級 崩壊 を通 し て 心 の 教 育の あ り方 を考 え る
一

幼児教

　育 と 小学校教育 の 連携 の 視 点 か ら
一

」〔自主 ）

「心の 教育プ ロ グラ ム の 開発 と実践」伯 主）

「学校 に お け る ス キ ル 教育 を考え る」（自主）

「聴覚障害児の 思春期 ・青年期 を考え る」（自主 ）

「現 実 の 教 育 の 諸 問題 を実践 的 に 解 決 で き る 教育心理 学

　を め ざ し て 一学校心理士 の研修の 内容 と方法 を考える

　一」（自主）

「生徒指導に つ い て の 教師の意識 に み られ る 『世間体』の

　構造 」伯 主 ）

「不登校 （登校拒否 ） の 子 ど もとそ の 親 へ の 教育 的・心理

　的支援 を考え る一
学校 に 行 けな い 子 ど も と と もに歩む

　父母の 会 瞹 和会』の活動 を中心 に
一

」（自主 ）

「学校に お け る 『こ こ ろ と か ら だ の 健康教育』の 実践 」伯

　 主 ）

「子 ど もの 自我 ・自己 の 成長 と学校心理 学」（自主 ）

「学級集団指導論の 展開」 （自主）

2000年 ：第42回総会 ， 東京大学

「教育心理 学か ら見た 『学力低下』の 問題」（準 備委 員会 ）
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「学校に お け る カ ウ ン セ リン グ活動の 現状 と課題」（準備委

　 員会）

「学校心理学 と臨床心理学の 交流」（準 備委 員 会）

「現 実 の 教育の 諸問題 を実践的 に 解決で き る教育心 理学

　 をめ ざ し て   一教育現場か ら考え る学校心理 士 の研修

　 の 内容 と方法一」（自主 ）

「21世紀の相談活動
一

ス ク ール コ ン サ ル テ ーシ ョ ン の 実

　 践 と課題」（自主 ）

「『子 どもの 育 ち の 異変』に発達 ・教 育の 専門家は 貢献で

　 き る か
一

帰る べ き 『正 しい 場所」の 無 い 時代に生 きる

　 子育 て の希望 と創造
一

」（自主〉

「現代 の 子 ど もたち に 対 す る教 師の あ り方 と は一学級崩

　 壊，生徒指導 に悩む教 師 をサ ポ
ー

トす る視 点 か ら」（自

　 主）

「児童生徒 の 学習支援 に お け る学校心理 士 の 役割 と課題 」

　 （自主 ）

厂子 ど もの 問題行動 の 背景 に あ る もの」伯 主 ）

「ス クー
ル カ ウ ン セ ラー実習の検討」 伯 主）

「教師発達 と学級経営」 （自主 ）

2001年 ：第42回総会，愛知教育大学

「ゆれ る子 どもの心 と ど うむ きあうか 」（公開 ）嘩 備委 員会 ）

「通常学級 に お け る 『落ち着 きの な い 子 どもた ち』をど う

　 支援す るか 」 （準備 委員 会 ）

「学習障害児 の 課題 と現状
一

効 果的支援を求 め て 一」（準

　 備委員会 ）

「い わ ゆ る 『学級崩壊』を どう克服 す る か 」（準備委 員 会）

「知能検査の 新 し い 活 用」（研究委 員会）

「子 ど もの ス トレ ス に ど う対処すれ ばよい か 」（研究 委員 会）

「教育心理学か ら学校 ・家庭 ・地域社会 の 連 携 を考 え る」

　 （自主 ）

「学校心理学に お け る学習・
発達支援の方法 と課 題」（自主）

「大 学 と 地域 の コ ラ ボ レ ーシ ョ ン に支え ら れ た 相談 ・教育

　活 動 の 実践 と課題 」（自主 〉

「現実の 教育の諸問題 を実践的に 解決で き る教育心理 学

　をめざ して （3）一教育現場か ら考 える学校心理 士 の 果た

　す役割 と専門性 と は一
」（自主 ）

「学級に お け る教師一生徒関係を ど う質的 に 記述 す るか 」

　 （自主 ）

「学校経営 に 活用す るグ ル ープ・ア プ ロ ーチ の あり方一学

　級 崩壊 の 予 防 ・対応か ら積極的活用 ヘ ー」伯 主 ）

「中学校臨床を考 える
一

問題行動 に 焦点をあ て て
一

」（自主〉

「『い わ ゆる学 級崩壊』研究の 糸口 を も と め て 」（自主 ）

「『社会志向性』と 『社会的 コ ン ピ テ ン ス 』 を教育す る」

　 （自主）

「学校心理士は何 を研究・研修す べ きか
一

ブ リーフ 学校カ

　 ウ ン セ リ ン グ ：解決焦点化ア プ ロ
ー

チ の 導入」 （自主 ）

「学校現場 で 教育実践力 を高め る ABC 一教師の 資質・力

　量 ・指導力を考え る
一

」（自主 ）

　 こ こ に 取 り出 した シ ン ポ ジ ウ ム は ，
い わ ゆ る学校心理

学 を目指 して企 画 され た もの 以外の もの も含 まれ る が，

課題 を取 り上 げた趣 旨や 問題解決の 方向を 推測す る と

「学校心理学」に 関連す るテーマ として議論 され て い る こ

とが 見 える もの で ある 。
こ の よ うに ， 総会 を開催する大

学も，自主 シ ン ポ ジ ウム で の 課題 設定 に も， 学校教育 に

お ける学校心理学 的視点が重 要な問題 と して 認知 さ れ て

き て い
．
る こ とが 明 らか で あ る。

3， 学校心 理学の 研究 を ど う考え るか

（1） 学校心理学に おける 「研究」 と 「実践」

　教育心理 学会総会 に お け る 研究発表 の 中 に
， 学校心理

学の 「研究」 と考え られ る発表が 数多 く見 られる。こ れ

らの研究は ， 個別の 子 ど もを対象 とした事例 に つ い て の

報告か ら， 学級へ の介入や学校組織の 改善へ の提言な ど

さ まざ ま な ス タ イ ル が ある 。 そ こで ， 学校心理学 の 研 究

とは何かをあ らた め て次の ような観点で考 え て み る こ と

に す る。

　第 1 の 観点は ， その 研究が ， 学校心理学を支え る学問

的基盤 とな る心理学の 研究領域の もの で ， か つ ， 学校教

育 に 関連 し て い るか ど うか で あ る。すな わ ち ， 教育心 理

学，教授 ・学習心理 学，発達心理 学 ， 臨床心理 学 ， 人格

心理学 ，社 会心理学 ， 障害児 の 教育 と心理 な どの 分野で ，

研究が 学校教育に関す る問題 を指向 して い る か どうか で

あ る 。

　第 2 の観点は，学校心理学は単な る理論だ けで はな く，

問題解決に 向か う実践活動が 強調 さ れ る。した が っ て ，

研究の視点や 目標 ， 展開に ど の よ うな 実践性が 含 まれ て

い るか で あ る 。 実践性 と は ， 個別の 子 ど もを対象と した

カ ウ ン セ リン グや心理療 法 と い う実際 の 活動だ け で な く ，

例 えば，学級 に お ける児童 の 問題行動の 実態を調査 し て ，

そ の 結果を学級指導 の 改善計画 に どう組み 込 む か と い う

こ と も考え ら れ る 。

　第 3 の 観点 は ， 学校教育 に 関連 して 起 こ る児童生徒 の

問題 に関して ， 児童生 徒及び教師 ， 学校 ， 保護者 ， 家族

な ど へ の 問題解決援助の 視点が あ る か どうか で あ る 。 こ

の こ と は ， 学校心理士 の 役割として の 心理教育援助サ ー

ビ ス （援 助 活動 〉 に 対応す る。す なわち ，

　　
一

次的教育援助 ；す べ て の 子 ど もが対象 で ， 例えば ，

　小学校入学時の適応 の 問題 ， 学び方の 問題 （学習 ス キ

　ル ）， 社会的ス キ ル の教育 な ど が焦点 とな る。

　　二 次的教育援助 ；
一

部 の 子 ど もが 対 象 と な り， 例 え

　ば ， 登校 しぶ り，学習意欲の 低下，注意散漫，劣等感
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に よ る消極的行動な ど ， 学校生活 に何 らか の つ まず き

が見 え る 場合 で ， そ の 子 どもに と っ て 望 ま しい 学校生

活 の 重 大 な妨 げに な る こ とが認 め られ る問題 へ の援助

活動 で ある 。

　三 次的教育援助 ；特定の 子 ど もが 対象 と な る援助活

動で あ る 。 不 登 校 （登校 拒 否），い じ め，学 習困難 （LD ）

な ど，学校心理学の専門的観点 と方法に よ っ て問題解

決が は か ら れ な けれ ば な ら な い よ うな援助活動で ある 。

　 こ の観点は筆者の 考 え方で あっ て ， 決定的な もの で は

な い
。 しか し， 学校心理 学は従来 の 既 に学問領 域 として

体系化され て い る心理学 とは ， 研究の 性質が異なる こ と

は 明 らか で あ る。こ れ か ら学校心理 学 が どの よ うな方向

に 進 ん で い くか は ， 「研 究」と 「実践」との 兼 ね合 い を ど

う考 え る か に よ っ て い る と 思わ れ る。

　教育心理学研究第48巻か ら， 実践研究の論文発表枠が

設定 さ れ て い る 。 既 に 発 表さ れ て い る研究の 中で ， 認知

カ ウ ン セ リン グ の 事例 を通 して 学習指導の 方法を提案 し

て い る市川 の研究 （2000），学習障害児の 計算 ス キ ル の教授

に お ける動機づ け介入 の効果 を検討 して い る植木の研究

（2000），さ ら に ，「学級 の 荒 れ 」 （学級 崩壊 ） を 改 善 の た め

に ， TT （テ ィ
ーム ・テ ィ

ーチ ン グ）の手法に よ る コ ン サ ル テ ー

シ ョ ン を 行 っ た 浦野 の 研 究（2001）， 小 堀 ・上淵 が行 っ た 「勉

強 に集 中で きな い 子」に 対す る情動 の モ ニ タ リ ン グ に

よ っ て 学習行 動 を改善 させ た実践 研究 （2001）
， 藤枝 ・相 川

の 学 級集 団 を対 象 として そ の 学 級 を構成す る児童たち の

社会 的 ス キ ル （他者 や 仲間 と の 関 わ り方 ）を改善 さ せ る 指 導実

践 （2001＞は，上 に 挙げた 学校心 理学研究の 3 つ の観点に

合致 し て い る と考え ら れ る 。 教育実践 を研究論文 と し て

ま と め る こ と の 意義 が こ の 点 に あ る。

  　教育心理学会総会の 研究発表の 特色

　次に ， 上 に 述 べ た観点に 基 づ い て ， 第 43回 総会 で 発表

された研究発 表を見 る と，学校心理学 に 関す る研 究発表

と考 え ら れ る も の は約 230件を 数え る こ と が で き る 。 さ ら

に ， 扱わ れ て い る テ ーマ の 内容や 方法 を前述の 二 次的教

育援助 と三 次的教育援助 に 限定 して み て も ， 61件の 発表

が行 わ れて い る 。 総会で の 発表 は学校心 理学 の 分 野 を特

定し て い な い の で，全発表 718件 の 中で ，一次的教育援助

の レ ベ ル で見る と32％，二 次的，三 次的教育援助の レ ベ

ル で 見 る と8．4％が 学 校心理学 に 関連す る もの と み な せ

る 。 こ れ が 多 い か 少な い か は評価 の 分か れ る と こ ろ で あ

る 。 因み に ， 同様の 視点で ， 1996年度 （筑波大 学，こ の 年 は

まだ学校心理 士資格認 定を行 っ て い ない ）で は ， 591件 の 発表中

31件 （5．2％）， 1999年度 （兵 庫教 育 大学 ・甲南女 子大 学，学校 心

理 士 ff格 認 定 が 始 ま っ て 3 年 目 ） で は ，650件 中，67件

（10．3％）， 2000年度 棟 京大学）で は ， 737件中， 50件 （6．8％）

で あ っ た こ とをみ る と，学校心理 士 の 資格認定 に よ っ て ，

教育心 理学 に お ける学校心理学 の位置 づ け が 徐 々 に で は

あ るが
， 高ま りつ つ あ る と い え よ う。

　 こ の 61件の発表を さ ら に ， 分類す る と ，

「不登校 （登 校拒 否）」， 「い じ め 」を扱 っ た 発表　 19件

「ス クール カ ウ ン セ ラ ー」や「心 の教室相談員」な どを扱 っ

　た発表　 7件

「コ ン サ ル テ ーシ ョ ン 」の 問題 を扱 っ た発表 　 4件

「適応指導教室 」の 問題 を扱 っ た発表 　5 件

「学校の教育相談」， 「生徒指導」， 「養護教諭」の問題を扱 っ

　た発表　 5件

「学習 障害 （LD ）」，「知的障害」を扱 っ た発表　 17件

「学級 崩壊」， 「学級指導」を扱 っ た発表　 4 件

で あ っ た。ス ク
ー

ル カ ウ ン セ ラーや 学級崩壞 に 関す る

「今」の 学校教育 に お け る 心理教育的問題に関心が寄せ ら

れ て い る こ と が伺 え る 。 学会総会 で の 発表 を 「学校教育

に 関連す る」 とい う こ との 理解 の 幅 を もっ と広 げるな ら

ば，教育心理 学研究 と学校心理学 の 重な りが さ らに 大 き

くな っ て い る こ と は疑 い の な い こ と で ある 。

  　研究の 概要

不登校 ・い じめ を扱 っ た研 究

　不 登校 ，
い じめ に関す る問題 は ， 不登校の状態に な っ

て い る 児童生 徒本人 は 言 う まで もな く，そ の 保 護者 や家

族，教師や学 校 に 心理 的，社会的不安や ス トレ ス を喚起

す る。不登校状 態 に あ る 子 ど も 自身の 心 理 的葛藤を ど の

よ う に し て克服す る か ，そ れ に対 し て ど の よ うな心理教

育的援助が可能で ， 必要か を検討す る こ と は ， 不登校状

態 に あ る 子 ど もへ の カ ウ ン セ リン グな どに よる直接 的 な

援助 や家族環 境 や 学級 雰囲気 の 改善 な ど の 周 りか らの 援

助 も重要な こ とが い わ れ て い る 。

　本総会 で は 19件の研究発表 が見られ る が ， 不登校の 児

童生徒 に つ い て の教師の 認知 や 意識 に 関す る調査研究 ，

子 ど も自身の 自己 認知や 自己 の 価値づ け に つ い て の調査

研究 と不登校状態に あ る 子 どもへ の 支援の事例 と母親 へ

の 支援の事例 が 報告 され て い る。

岩永 ：不 登 校担任経験が 教師 に 与 え る影響一「教師の た

　　　めの不登校対応 自己効力尺度」 を用 い て （調査 ）

古屋
・中野

・・岡 田 ・芳川
・畑屋 ：不登校支援に 関す る意

　　　識調査 （1｝一小学校教員の 悩み と課題一（調査 ）

芳川 ・畑屋 ・岡田 ・古屋 ・中野 ：不登校支援に 関す る意

　 　　識 調査  
一

中学 校教員 の 悩 み と課題
一

躙 査）

網 谷 ： 3 タ イ プ の 不登 校 児童 生 徒 に 対 す る 教 師 の 対 応

　　　一教師の 登校重視度 と の 関連を中心 に
一（調査 ）
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阿部 ：不登校生徒の セ ル フ ・エ ス テ ィ
ーム と自己認知 の

　　　関係 （調査 ）

塚野・金木 ：不登校児に お ける自己価値づ けの検討  （調

　 　 　 査 ）

金木・塚野 ：不 登校児 に お け る自己価値づ けの検討（3｝（調

　 　 　 査）

古市 ・辻 ：学校に行 きた くな い とき ， 学校を休む子 と休

　　　ま な い 子 （調査 ）

伊藤 ：保健室登校に 関す る養護教諭 の 意識 （調 査 ）

　 こ れ らの 調 査資料に よ る不登校児童生徒の 心理 的教育

的問題 の 理解 は ， 教師や学校の 適切な教育活動に 寄与す

ると こ ろが多 い の で ， 様々 な 観点か ら活用 さ れ な け れ ば

な らな い と考 え る が ， 学校心理学の実践的側面 として実

際に 不登校の 状 態 に あ る 児童生 徒に ど の よ う に 対応 し
，

どんな援助を して い るか ， そ の援助が望 ま し い もの か を

検討す る こ とも重 要で ある 。 実際の 援助活動やサ ポ ー
ト

の事例 を発表す る こ と は ， そ の事例 を整理 し，振 り返る

だ け で は な く， そ の 活動の有効性 を多 くの 視点か ら評価

さ れ る点で 重要な こ と で ある。

小野 ：中学生断続不登校の 継続登校 へ の 支援一社会的ス

　　　 キ ル 訓練 を中心 に
一（事例）

真鍋 ・児島 ・山下 ：友人 の い じめ に よ っ て 不 登校に な っ

　　　た女子 中学生 （事 例 ）

児島 ・西田 ・真鍋 ：学校 をや め た い と訴 え る相談事例 （事

　　 　例）

上原 ： キ ャ ン プ 体験 が不登校児童生 徒の 行動変容 に 及 ぼ

　　　す影響 に 関す る 研究一Field　 Encounter　 Counsel・

　　　ing の 実現 に 向けて
一

（事例）

山田 ：不登 校の 子 ど もを持 つ 母親の 心理的変化の過程 と

　　　心理 社会的援助体験 （事例）

海 野 ：登校拒否の 改善解決支 援の 視点　その 6

　　　　一家庭内暴力 へ の対処一（事例）

宮野 ：不登校 ・家庭 内暴力 を乗 り越 えた若者
一

不登校 ・

　　　　家庭内暴 力 の 意味 と 自分づ くり
一（事 例）

　 い じ め の 問題 に つ い て は
，

土本 ・中谷 1 い じ め に 対す るサポ
ー

トの 有効性
一

教 師及

　　　び友人 に よ る サ ポー トの有効性認知 に 関す る発達

　　　的変化
一

（調査 〉

雨宮・小谷 1 い じ めの 心理 的力動 と介入 方法の 検討（事 例 ）

ス クール カウン セ ラ
ー，心 の教室相談員に関する研究

　不 登校問題や学習困難，学級指導 に お け る 児童生徒 と

教師問題など の 解決のため ，
ス クール カ ウ ン セ ラーの派

遣が 進 め られ ， さ ら に 心 の 教室相談員 として の援助活動

が行わ れ て い る 。 こ の こ とに 関 して ，
こ れ らを受 け入 れ

る側の協力体制の作 り方や 活動に対す る希望や問題点な

どが 指摘 さ れ て い る 。

三 浦 ・今野 ：ス ク
ー

ル カ ウ ン セ ラ
ー

導入 に関す る
一
考察

　 　 （調査 ）

栗加 ・遠藤 ：ス ク
ー

ル カ ウ ン セ ラ ーの受理 相談の 分析 

　 　 （調査 ）

遠藤 ・ 栗加 ：ス ク
ー

ル カ ウ ン セ ラ ーの 受理相談の 分析 

　 　 （調査 ）

難波 ・中野 ：望 ま れ る ス ク ー
ル カ ウ ン セ ラ ーの 形態（調査 ）

大川 ：心 の 教室相談員 の 活動に 対 す る期待 と効果 （調査）

中村 ；f心 の 教室」に 関す る 学生相 談員 との 協働 に つ い て

　　
一

「心の 教室」学生相談員の意識調査よ り
一

（調査）

山 内 ：心 の 教室に お け る相談員か ら の 心 理教 育 的援助

　　
一

教 員や学校 へ の コ ン サ ル テ ー
シ ョ ン 活動を中心 に

　 　
一

（事例 ）

　 こ れ らの研究 を通 じて指摘 さ れ て い る こ とは ，
ス クー

ル カ ウ ン セ ラ ーの 実際的な 問題解決能力や 学 校 に 常駐 し

て ， 専門的立場で 問題 に対応す る こ と な どの 要望が強 い

こ と で ある。心 の 教 室相 談員に つ い て も ， そ の 役割を 明

確に し， 教師 との 連携 を図 る こ とや相談員の 資質の 向上

な ど補 う点が 多 い こ と を指摘 して い る 。

コ ン サ ル テ ーシ ョ ン の 問題 を扱 っ た 研究

小林 ：学校外教育相談員に よ る コ ン サ ル テ
ー

シ ョ ン
ー

発

　　達 に偏 りの ある子 ど もの い る担任 へ の支援一
傾 例）

仲手川 ：小学校 1年生 の 遊戯療法を中心 に 学校 へ の コ ン

　　サ ル テ ーシ ョ ン を行 っ た過程 讎 働

品田 ・河村 ：学級経 営 に 悩 む教 師へ の危機介入の 方法 の

　　検討 （事例）

高山 ：中学不登校ゼ ロ に な る ま で の 学校安談の 歩み （事例 ）

田村 ・石 隈 ： 中学校教 師の 被援助志向性 と自尊感情 と の

　　関連 （調査 ）

適応指導教室 を扱 っ た研究

谷井 ・沢崎 ：適 応指導教室 の運営実態 と そ の課題（1×調 査）

高元 ；適応指導教室 の 課題 と展 望 （調 査 ）

桐原 ・須々木 ・大庭 ：適応指導教室 と学校 との 連 携 （調 査

　 　 と事 例 ）

濱谷 ・鈴木 ：適応指 導教室 に お け る学生ボ ラ ン テ ィ ア の

　　役割 と意義 に 関す る 研究 鬮 査 〉

曽山 ・本間 ・
谷 口 ：不登 校を背景要因に持つ 性 と に対す

　　る構成的グル
ープ エ ン カ ウ ン ターの 効果

一
適応指導

　　教室で の事例を通 して
一

（事例）
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佐藤 ：学校 に お け る教育相談の 在 り方に 関す る研究 1

　　一体制調査 の 結果 と考察
一

（調査 ）

寺田 ；学級 カ ウ ン セ リ ン グ に お け る写真対話法の 開発 II

　　一
デジ カ メ ・ア ル バ ム 作成の 試 み

一
僕 踟

尾崎 ・浅川 ・天根 ・古 川 ：中学校教 師の 生徒指 導 に 関す

　　 る 研究 1一中学校長の 勢力資源 に つ い て
一（調 査 ）

前田 ・中川 ・浅川 ・古川 ：中学校教師 の 生徒指導 に 関す

　　 る 研究 II一生徒 の 不安要 因 と教師 に 対す る相談希望

　　 内容の分析か ら
一（調 査）

宮本 ：養護教諭の複合的ヘ ル パ ーと し て の援助活動に お

　　 け る多様性一学校心理学の枠組み か ら一（調 査）

障害児，障害児教育 を扱 っ た研究

　 こ の テ
ーマ の研究 は ， 現在の 学校教育に お い て最 も重

視さ れ て い る教育課題で あ り，ス クー
ル サ イ コ ロ ジーの

重要な対象で あ る 。 以下の研究発表に も見 られ る よ うに ，

LD 児の 教育や ADHD が見 られ る 子 どもの 援 助 に 関 し

て 重 要や関心 が寄 せ られ て い る こ とが わ か る。

　特徴
一

学習 障害児 との 比較 か ら
一（調査 ）

福井 ・横川 ：発達 の 遅 れ の あ る 児童を持 つ 母親 に 対す る

　ポ ジテ ィ ヴ フ ォ
ー

カ ス の効果 （事例）

井澤 ： 自閉症 児に お ける問題 解決 の ため の 対人技能の指

　導 （事例）

小林 ：通常学 級 に お け る自閉症児の学校生活一事例 を通

　 して支援 の 在 り方を探 る一（事 例）

松村 ；被虐待児童 の 学校場面 に お け る 援助 に つ い て

　一「落ち着か な さ」 へ の 対 応 を中心 に
一

（事例）

学級崩壊の 問 題 を扱 っ た研 究

長橋 ・今野 ：「学級崩壊」の 現状 に 関す る調査研究 （そ の 1）

　 （調査 ）

浦野 ・松村 ：教師た ち は ， 学級の 雰 囲気を どう変えよ う

　 と し た か〔1）一ある学級担任の場合
一

（事例）

松村 ・浦野 ：教師たち は ， 学級の雰囲気を どう変えよ う

　 と し た か  
一

あ る 「学級の 荒れ」へ の 組織 的対応 の 場

　合一
（事 例）

古田 ：崩壊 学級 の担任 と し て （事 例 ）

中島 ：学習障害児の仮名書字能力に つ い て 一 LD 群 と健

　常小学生群 の 比 較一（調査 ）

別府 ・宮本 ：小学校に お け る指導上困難な 児童に つ い て

　 の 調査研究（1）一学習困難 ， 多動衝動 的行 動 を 持 つ 子 ど

　 も の 出現率 を中心 に
一

（調 査）

宮本 ・別府 ：小学校 に お け る指導上困難な児童 に つ い て

　の 調査研究  一
児童の特徴 と教師の 対応 ， 効力感 を中

　 心 に
一（調査 ）

安藤 ：言語性 LD が 疑わ れ た ネ グ レ ク ト児一心理 検査

　バ ッ テ リ
ー

の解釈か ら
一（事例）

吉 田 ・後藤 ： LD が 疑 われ る児童の 就学前の 発達 プ ロ

　 フ ィ （1）一乳幼児検診後の フ ォ ロ ーケ ース か ら
一傾 例）

後藤 ・吉田 ： LD が疑 わ れ る児童の 就学前の 発達 プ ロ

　 フ ィ   一就学 ・修学支援に関連 し て
一

（事例 ）

小 川 ・畦 内 ：知的障害 児 と の音楽を媒体 とした相互 作用

　 （事例）

田 中 1知 的障害児 をもつ 両親を支 えた サ ポー
ト源に つ い

　 て
一

子 どもが 就学前の時期に つ い て一（事例 ）

本郷 ・澤江 ・鈴木 ・小泉 ・ 飯島 ：ADHD 傾向を持 つ 子

　 ど もの保育に関す る研究（1｝（調査 ）

兵藤 ：多動傾 向児 の 認 知能力 と社会適応 傾 例 ）

芳賀 ・芳賀 ：親の注意散漫傾向が児童の学習行動の 弛緩

　化に 及ぼ す影響 （事例 ）

五 十嵐 ・酒井 ・宮坂 ・溝部 ：ADHD （注意 欠 陥多動 性障 害）

　 に お け る ワーキ ン グ メ モ リーの検討 傾 例 ）

水野 ：K − ABC に見 られ る高機能広 汎性発達障害児 の

4． 今後の 課題

　教育心 理 学会 の学会 発表か ら ， 「学校心理学 の 研究」と

考 え られ る研究を取 り出 した けれ ど も， それが学校心理

学の 研 究 で あ る と い う絶対的 な基準 は まだ 明 らか で は な

い 。 こ こ に 取 り出 した研究発 表の 多 くは ， 本学会の臨床

部門 と 重 な っ て い る で あ ろ う 。 ま た ， 他の 学会発表 に は ，

よ り多 くの 実践的研究や事例が発表 され て い るはず で あ

る 。

　上 野 （2000） が指摘す る よう に ， 学校 心理 学 の 研 究 は ，

単 に研究の場が学校 で ある とか
， 研究の対象が 児童生徒

で ある と い うもの で は な く， 学校で の 心理 教育的支援 を

心理専門家 と学校教育現場 に い る教師 と の 協働 の 中で 進

め られ る実践 的性格 と施 された心理教育的支援が 児童生

徒 の 発達 や教 師，学校 の 教 育活動 を ど の よ うに 高め た か

あ る い は高め る こ と が で き る か と い う実証的性格 を持 っ

て い なけ れ ば な い
。

　学校の教育活動は実践で ある 。 しか し ， 学校の 教 育活

動に関する実践研究は ， 教育活動の 実践 の 単な る記述（記

録〉で は な く， 研究の視点が 明確で な けれ ばな らな い 。 学

校心理学の 場合は ， 研究 テーマ として取 り上 げる課題が，

学校教育 の どの よ うな問題 と関わ っ て い る か ，その 課題

の 問題点 を明確 に す る こ とに よっ て児 童生徒が ，教師が，

学校があ る い は保護者や家族 が ど の よう望 ましい 方向 に

改善 され るか の 視点 が 明確であ る こ とが 重要で あ る 。

　例えば ， 不登校 の 問題 は ま さ に 学校教育上 の 重要な 課

題 で あ る。こ の 課題 を教育実践 の中で取 り上 げる こ と は，
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不登校の 実態 を知 るだけ で な く，ま た ，子 どもの 不登校

の 原因や理 由 を明 らか に す る だ けに と ど ま らず， そ の 不

登校の 改善 に 何が 必要か，望ま し い 改善に どの よう に 関

わ っ たか の 示 唆や提言が含 まれ て い る こ と が重要で あろ

う。

　本稿 は，昨年 の 教育心理 学会総会の シ ン ポ ジ ウ ム と研

究発 表 か ら，学校心 理 学の 研究の 動 向 を検討 した だ け で

ある が，他の 関連学会 に お い て は ， 子 ど もの問題 に関 し

て の事例研究が よ り多 く発表 さ れ て い る と 思 わ れ る 。 今

後 ， 学校 心 理学 が 学校心理 士 と し て の 活動 を通 し て 広

が っ て い くこ とが 予想 さ れ る が ， 学校心 理 学の 有効 な実

践 を進め る た め に も ， 「学校心理学研究」を充実 され る こ

と が 重要な課題で ある 。
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